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動 物 実 験 に つ い て
東京医科歯科大学助教授 志 田 圭 三
従来 より医学に於ては,基 礎的研究として,多 数の動物実験が施行 されている.動物実
験はどこまでも動物であり,人体に於ける病態生理を推測する一手段にすぎない.従 って,
人体への応用と動物実験成績 との間の間隙を最小にするべ く,諸種の考慮が当然配慮され




する場合には,・人体 と同様,常 時発育 し,28日前後の周期をもつ動物である事が必要であ
る.ζ の条件をみたすものとして現在,あ かげさる,か に くいざる等が使用されている.
尿分泌の生理を基礎的に検討する為には,糸 球体,尿 細管から別欧に尿を採取する事が
必要 となつて くる.この為には穿刺針挿入,分 離尿採取を行いうる程度の大 きな糸球体を
もつ,ガ マ,い もり等の動物が必要となつて くる.
外科的腎疾患例 えば阻血腎,或 は尿停滞の病態生理研究の為には,腎 全体の構成が,な
るべ く人体のそれと類似の動物が必要である.一般に簡易の為に家兎が使用されているが,




により尿量,尿 成分が大 きな変動をきたすばか りでなく,PSP,各種造影剤(IP時に使用
す るもの)の排泄能力に大 きな変動をきたしている.
餌育条件:餌 育条件が動物の生活力,ひ いては各種実験に対する反応性に大 きな変化 を
きたす事は当然の事である.これに関する最 も大 きな因子は,① 温度,湿 度等,飼 育室の
条件並に②飼料の点と考えられ る.
本邦の如 く,四季の変化の激 しい国に於ては,自 然条件裡で実験を行 うと,気温,湿 度,
日光照射時間が季節によつて異 る為に,決 して,同 一のデータは得 られない.少 くとも,
完全なエアーコンデシヨナーの設備をもつ飼育室が必要である.室温,湿 度等,そ の実験
動物に至適な条件下におき,四季を通 じて同一条件にする事が必要である.勿論,室 温は
被験動物の種類によつて異 るべきものである,例 えぱ,ラ ッ ト,マウスに於ては18～22度
の範囲でなければならぬ.10度以下,25度以上になると全体反応が著明に変化する.性機
能の面でいえば,腔 脂膏の変化が規則的に出現しな くなる事実でも了解 される.また,各
種性ホルモ ン投与時の副性器の反応 も至適条件下で最も感受性がっよくみ られ る.
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家 兎についてみ るに,ラ ッ トの如 く18～22度の条件 では,多 少温度 が高す ぎる.家 兎 は
発熱 物質検定 には最適 の動物 であ るが,22度位に なると発熱反応 をお こし難 くなる事実 が
しられてい る.家 兎の原種 が寒冷地 の産で ある事 に起 因す るもの と考 え られ る.従 つ て温
度条 件 としては15～20度の範 囲が至適 ではなかろ うか.
また,飼 料 の点 についてみ るに,実 験条 件を一定 にす る為 には,近 来 固形 飼料が用 い ら
れ てい る.こ れは食餌条 件を一定 にす る意 味 に於 てきわあ て有意義 な事 で ある.し か しな
が ら,ビ ク ミン,ホ ルモ ン,諸 種 の物質代謝 を論ず るにあたつては,も う一度考慮す る必
要が あ る.
ビタ ミンの研究 に於 ては当然 の事 と して,食 餌成分 が問題 とな る.内 分泌研究 に於 ては,
従 来 この点が等閑 に附 され ていた きらいが ある.従 来 の固形食 の内には植物性成分 として
栄養価 の高 いク ローバーが 多量 に混 入 され ていた.ク ローバ ーの内には非 ステ ロイ ド性発
情 物質がかな り含有 されて いるもので,近 年 この点 についてつ よ く論議が行われ てい る実
情 で ある.
家兎につ いて述べ てみるに,所 謂 璽電おか 射 が その主食 とされていた.お か らは しめか
たに よ り含有水分量 に大 きな変動 があ り,従 つて,尿 量,尿 成分を論ず る実験 では当を得
ていない.固 形餌料が用 い らるべ ぎであ る.ま た家兎 は,購 入前に与 えられ ていた餌料 の
種類 によつて条件がか な りことなつ ている.従 っ て,実 験に供 す る前に,充 分 自己の飼料
になら してか ら用 うるべ きである.
均一種uniformstrain(所謂 星純 系"):実 験条 件を均 一にす る為,動 物実験 に於 て
はuniformstrainの使 用が必要欠 くべか らざるものであ る.雑 系 の使 用は極力 さ くべ
きであ る.同 じ くラッ ト,或 はマウスに於 てもstrainの差異 に よ り生長発育条 件が全 く
異 るか らであ る.近 時,ラ ッ ト,マ ウスに於 てはuniformstrainの供給が ようや く順
調,円 滑化 して きてい る事 は よろ こぶべ き'現象 であ る.
家兎は全 く本邦 ではuniformstrainの育生 はみ られず,従 つて これ を実験に供す る
場合 にはか な り慎重 な態度が必要 であ る.犬 は純 系は多数多種存在 してい るが,純 系 にて
実験 をすす める事 は経済酌 にかな り困難 であ る.
その他 の実験条 件について:現 在,動 物実験 とい うと,小 動物 としては ラッ トが広 く用
い られてい る.勿 論,均 一種 を使 用すべ き'事は最 低 の条件 であ るが,そ れ以外 に出生 後 の
日時がか な り大 きな影響 を与 え るものであ る.本 邦で広 く使用 され てい るWistar系ラッ
トについてのべてみ るに,生 後6週 頃 より睾丸 の肥大,発 育 がお こり,10週頃 には精子 形
成像が明 か とな り,15週に至 り畢丸 精細管 の発育は完成す る.し か しなが ら副性 器の発達
はその後 もつづ き20週に至 つて最 高値 に達す る.我kが ラッbを 用いて,実 験 を行 う場 合
に まず この事 実を直 視 しなければ ならぬ.多 くの文献 に於 て体重100～150grの成熟 ラッ
ト使用 とい う条件 に遭遇す る.Wistar系ラヅ トで いえば この体 重は7～8週 頃 に相 当 し,
人体 でいえば思春 期であ る.
完全成熟期以後 を条件 とす るな らば20週 以後従つ て少 くとも体重200gr以上 の もの を
使 用 しなければ無意味で ある.ま た,睾 丸 の発育,副 性 器の肥大 効果を内分泌学 的に検討
せん とす る場 合には,ホ ルモ ン投与実験は,思 春期 に達す る以前 に実 験が終了 され なけれ
ばな らぬ。従 つて,5～6週 頃に実験が終了す るよう,通 常生後3週 頃 よ り実験 を開始す
る事が必要条 件 とな る.
以上,こ こ数年 間,い ろいろ と動 物実験を行 い,気 づ いた事,諸 先輩 よ りうけた御忠告
等 を記載 して,同 好の士の御参考 に供す る次第 であ る.多 少 とも御役 にた てば幸甚 で ある.
